
祖
侠
集
・
序
類
訳
注
稿
（
四
）

澤

井

啓

岡

本

光

生~
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な
お
、
菖
事
本
紀
解
序
（
巻
之
八
／
享
保
四
年
）
は
、
西
田

太
一
郎
氏
に
よ
る
訓
讃
が
あ
り
（
日
本
思
想
大
系
稲
『
荻
生

祖
採
』
所
收
）
、
今
回
は
割
愛
し
た
。

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

一
、
今
回
は
、
次
の
四
鮎
を
取
上
げ
た
。

送
魯
子
歸
海
西
序
巻
之
十
／
享
保
二
年
・
一
七
一
七

紫
薇
字
様
絞
巻
之
九
／
享
保
四
年
・
一
七
一
九

贈
子
和
之
三
河
掌
書
記
序
巻
之
十
／
同
前

歸
鞍
吟
草
救
巻
之
八
／
享
保
五
年
・
一
七
二
○

凡

例
柤
侠
集
・
序
類
訳
注
槁
（
四
）

邊
三
魯
子
歸
二
海
西
一
序

（

１

）

（

２

）

（

３

）

（

４

）

初
吾
黛
士
相
謂
浮
屠
之
文
素
責
、
無
し
當
二
於
五
色
一
美
。
西
冥

（

５

）

魯
子
、
渦
奮
然
自
言
、
段
使
堅
曇
當
二
其
世
《
瞼
二
葱
嶺
一
以
東
、

世
所
し
傳
修
多
羅
、
豈
壼
出
二
於
詩
害
下
一
哉
。
迺
其
僻
下
比
二
晉

（

６

）

（

７

）

宋
一
諜
者
之
皇
也
。
知
言
哉
。
居
亡
陛
何
、
魯
子
文
猛
進
、
蓋

五
色
難
し
可
二
能
名
一
云
。
吾
聞
レ
之
崔
曇
之
道
、
無
し
假
二
乎
詳
韮

無
し
假
二
乎
僻
一
者
、
無
し
執
二
乎
鮮
↓
而
什
弊
所
レ
傳
、
奉
以
爲
レ

（

８

）

經
、
盆
降
而
咄
喝
嘆
嗅
、
扉
陳
卑
突
。
爲
レ
亡
し
害
也
。
殊
不
レ

（

Ｑ

Ｊ

）

知
爲
レ
亡
し
害
者
、
爲
二
有
盆
一
者
已
。
故
執
與
二
無
執
↓
其
間

（

聰

）

（

、

）

不
し
能
し
以
レ
寸
、
則
道
猶
し
詳
也
、
誹
猶
レ
道
也
。
寂
莫
濁
守
二
其

岡

本

光

生

澤

井

啓

一
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（

岨

）

（

咽

）

（

Ｍ

）

玄
↓
小
乘
哉
。
要
し
之
與
二
其
見
鑿
聞
身
一
喫
略
莊
嚴
、
幅
相
殊

（
巧
）

実
。
魯
子
亦
趾
シ
爲
二
什
弊
徒
｝
也
。
故
魯
子
之
所
ン
修
、
雌
三
親

（

肥

）

稟
二
堅
塁
室
而
左
莊
筆
受
可
也
。
故
自
レ
有
二
浮
屠
一
以
來
、
未
し

（

Ⅳ

）

有
二
魯
子
一
也
。
物
子
日
、
東
漢
迺
有
二
崔
曇
氏
之
儒
一
哉
。
古
之

（

喝

）

時
、
王
侯
理
し
邦
、
卿
士
共
二
其
職
↓
農
工
商
買
、
各
有
し
所
し

（

岨

）

（

的

）

（

郡

）

（

蛇

）

事
し
事
、
而
五
殼
不
レ
分
、
四
階
不
し
勘
、
伯
畢
修
二
於
鮮
一
者
、

管
・
晏
・
老
・
列
、
何
適
而
非
し
儒
、
尚
能
澤
二
於
堅
曇
氏
一
乎
へ
《

故
牽
二
於
同
一
者
、
謂
二
堯
・
舜
儒
毛
見
二
於
異
一
者
、
洙
泗
之
間
、

（

羽

）

（

型

）

（

妬

）

断
断
如
。
豈
足
三
以
知
二
大
同
之
世
｝
邪
。
是
其
伍
言
英
。
夫
仲

（

妬

）

尼
不
レ
興
、
我
不
二
幸
而
爲
ア
儒
・
崔
曇
之
道
、
瞼
二
葱
嶺
《
魯
子

（

”

）

（

詔

）

幸
而
爲
レ
儒
。
況
今
海
内
立
二
不
朽
之
業
一
者
幾
人
邪
。
魯
子
信

能
儒
哉
。
予
又
學
二
華
一
音
於
魯
子
首
疋
吾
黛
所
三
以
有
二
魯
子
一
焉
。

（

調

）

（

鋤

）

是
歳
夏
、
魯
子
將
二
西
歸
《
而
吾
黛
士
多
二
贈
以
〃
言
者
↓
曄
乎

（

別

）

魯
子
可
二
以
行
一
乎
哉
。
吾
則
有
二
猶
龍
之
嘆
一
乎
哉
。

〔
室
叩
弄
匡
〕

（
１
）
論
語
・
公
冶
長
八
吾
黛
之
小
子
狂
簡
Ｖ
。
（
２
）
易
・
貢

八
白
實
元
呰
Ｖ
。
（
３
）
禮
記
・
學
記
八
水
無
當
於
五
色
、
五
色

弗
得
、
不
章
Ｖ
。
（
４
）
莊
子
・
道
遙
遊
八
北
冥
有
魚
、
…
…
南

冥
者
、
天
池
也
Ｖ
。
（
５
）
（
欧
陽
脩
）
王
彦
一
章
書
像
記
八
濁
公

奮
然
自
必
Ｖ
ｏ
（
６
）
莊
子
・
知
北
遊
八
狂
屈
聞
之
、
以
黄
帝
爲

知
言
Ｖ
、
（
荏
康
）
與
山
巨
源
絶
交
害
八
足
下
昔
稻
吾
於
頴
川
。

吾
常
謂
之
知
言
Ｖ
ｏ
（
７
）
漢
書
・
種
方
進
傳
八
居
亡
何
Ｖ
。

（
８
）
言
・
畢
命
八
商
俗
嘩
座
、
利
口
惟
賢
Ｖ
。
（
９
）
害
・
旅
葵

八
不
作
無
盆
害
有
益
、
功
乃
成
Ｖ
。
（
皿
）
孟
子
・
離
婁
下
八
賢

不
肯
之
相
去
、
其
間
不
能
以
寸
Ｖ
。
（
皿
）
楚
誹
・
遠
遊
八
野
寂

漠
以
無
人
Ｖ
、
莊
子
・
天
道
八
虚
靜
括
淡
、
寂
寛
無
爲
Ｖ
。

（
胆
）
（
揚
雄
）
解
潮
八
獣
然
淵
守
吾
太
玄
Ｖ
。
（
喝
）
論
語
・
八
情

八
與
其
媚
於
奥
、
寧
媚
於
竈
Ｖ
・
（
皿
）
阿
彌
陀
經
八
功
徳
莊

嚴
Ｖ
、
探
玄
記
八
莊
嚴
有
二
義
。
一
是
具
徳
義
。
二
交
飾
義
Ｖ
・

（
巧
）
義
楚
六
帖
八
幅
相
殊
異
Ｖ
・
（
咽
）
佛
租
統
紀
八
翻
梵
一
音
成

華
言
Ｖ
。
（
Ⅳ
）
孟
子
・
公
孫
丑
上
八
自
有
生
民
以
來
、
未
有
孔

子
也
Ｖ
・
（
肥
）
左
傳
・
昭
公
四
年
八
小
國
共
職
Ｖ
。
（
四
）
韓
非

子
内
儲
説
上
八
吾
知
吏
之
不
事
事
Ｖ
、
史
記
・
曹
相
國
世
家

八
卿
大
夫
已
下
、
吏
及
賓
客
、
見
参
不
事
事
、
皆
欲
有
言
Ｖ
。

（
別
）
論
語
・
微
子
八
四
燈
不
勤
、
五
穀
不
分
Ｖ
・
（
副
）
禮
記
．
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學
記
八
岬
其
佑
畢
Ｖ
。
（
躯
）
易
・
乾
・
文
言
八
修
辞
立
其
誠
、

所
以
居
業
也
Ｖ
・
（
詔
）
史
記
・
魯
世
家
八
甚
英
魯
道
之
衰
也
、

洙
泗
之
間
、
断
断
如
也
Ｖ
・
（
鯉
）
禮
記
・
禮
運
八
是
謂
大
同
Ｖ
。

（
妬
）
孟
子
・
離
婁
上
八
人
有
極
言
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
滕
文
公
下

八
聖
王
不
作
Ｖ
・
（
”
）
孟
子
・
梁
惠
王
上
八
海
内
之
地
、
方
千

里
者
九
Ｖ
。
（
詔
）
左
傳
・
襄
公
二
四
年
八
太
上
有
立
徳
、
其
次

有
立
功
、
其
次
有
立
言
。
雌
久
不
展
、
此
之
謂
不
朽
Ｖ
、
（
魏

文
一
帝
）
典
論
論
文
八
文
一
章
經
國
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
Ｖ
・

（
羽
）
詩
・
匪
風
八
誰
將
西
歸
、
懐
之
好
一
音
Ｖ
。
（
鋤
）
筍
子
・
非

相
八
故
贈
人
以
言
、
重
於
金
石
珠
玉
Ｖ
、
孔
子
家
語
・
子
路
一
初

見
八
贈
女
以
車
、
贈
女
以
言
乎
Ｖ
。
（
釦
）
史
記
・
老
子
列
傳

八
至
於
龍
、
吾
不
能
知
其
乘
風
雲
而
上
天
、
吾
今
日
見
老
子
、

其
猶
龍
哉
Ｖ
。

（

１

）

魯
子
の
海
西
に
帰
る
を
送
る
の
序

わ
が
仲
間
が
、
「
釈
迦
の
文
章
は
、
飾
り
気
が
な
く
、
色
彩

（

２

）

に
乏
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
遥
か
西
方
の
人
、
魯
子
が
、

ひ
と
り
奮
然
と
し
て
発
言
す
る
に
は
「
も
し
、
堅
曇
（
釈
迦
）

が
そ
の
在
世
中
に
、
葱
嶺
（
・
〈
ミ
ー
ル
高
原
）
を
越
え
、
東
の

か
た
中
国
に
来
て
い
た
ら
、
現
在
伝
わ
る
経
典
（
の
文
章
）
が
、

ど
う
し
て
こ
と
ご
と
く
詩
経
”
書
経
の
後
に
世
に
出
現
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
『
辞
』
（
文
章
）
が
下
っ
て
六

朝
時
代
の
晋
・
宋
の
文
章
に
並
べ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
〔
晋
．

宋
の
言
葉
で
訳
し
て
し
ま
っ
た
〕
訳
者
の
責
任
な
の
だ
」
と
。

な
る
ほ
ど
、
そ
の
と
う
り
な
の
だ
。

ほ
ど
な
く
、
魯
子
の
文
章
は
ま
す
ま
す
進
歩
し
、
そ
の
華
や

か
さ
は
、
お
そ
ら
く
五
色
の
ど
の
一
つ
だ
と
限
定
す
る
の
が
難

し
い
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。

私
は
「
崔
曇
の
道
は
『
辞
』
（
文
章
）
に
頼
ら
な
い
」
と
聞
い

て
い
る
。
「
辞
」
（
文
章
）
に
頼
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
「
辞
」
（
文

章
）
に
与
か
ら
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
鳩
摩
羅
什
や
玄
英
の

伝
え
た
も
の
を
経
典
と
し
て
奉
り
、
さ
ら
に
時
代
が
降
る
と
怒

鳴
っ
た
り
叫
ん
だ
り
す
る
か
の
よ
う
に
経
を
読
む
風
は
し
だ
い

に
衰
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
を
「
害
は
な
い
」
と
し
て

い
る
が
、
実
は
「
無
害
」
な
こ
と
は
、
か
え
っ
て
「
有
益
」
な

の
だ
。
ゆ
え
に
文
章
に
与
か
ら
な
い
立
場
が
、
文
章
に
与
か
る
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立
場
と
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
に

は
〔
聖
曇
の
〕
道
は
あ
た
か
も
「
辞
」
（
文
章
）
に
よ
っ
て
表
さ

れ
、
「
辞
」
（
文
章
）
が
あ
た
か
も
〔
窪
曇
の
〕
道
を
表
す
の
だ
。

ひ
っ
そ
り
と
た
だ
自
己
の
内
面
を
守
っ
て
い
る
の
は
、
小
乗
の

立
場
と
い
う
も
の
だ
。
よ
う
す
る
に
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る

よ
り
は
、
む
し
ろ
珠
玉
の
飾
り
を
し
た
荘
厳
な
姿
の
ほ
う
が
よ

い
の
だ
。
福
徳
の
姿
が
殊
な
る
の
だ
。

魯
子
も
ま
た
、
鳩
摩
羅
什
、
玄
英
の
徒
と
な
る
こ
と
を
恥
と

し
た
。
だ
か
ら
魯
子
の
修
め
た
内
容
は
、
堅
曇
に
親
し
く
受
け

た
も
の
で
あ
る
が
、
左
伝
、
荘
子
の
文
体
も
巧
み
な
の
だ
。
ゆ

え
に
釈
迦
以
来
い
ま
だ
魯
子
の
ご
と
き
も
の
は
い
な
い
の
で
あ

る
。物

子
は
言
う
。

《
東
漢
に
は
崔
曇
氏
の
「
儒
」
が
い
た
の
だ
。
古
代
に
お
い

て
、
王
侯
は
邦
を
治
め
、
卿
士
は
そ
の
職
分
を
共
に
し
、
農
工

商
質
は
そ
れ
ぞ
れ
に
な
す
べ
き
仕
事
を
持
っ
た
。
そ
し
て
五
穀

の
生
産
を
分
担
せ
ず
、
四
体
を
疲
れ
さ
せ
ず
、
書
物
を
読
拳
、

言
葉
を
修
め
る
も
の
は
、
管
子
・
晏
子
・
老
子
・
列
子
、
い
ず

れ
へ
お
も
む
い
て
も
「
儒
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
窪
曇
氏
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
同
一
性
に
注
目
す
る
も
の

は
、
〔
管
子
。
晏
子
・
老
子
・
列
子
、
さ
ら
に
窪
曇
氏
も
ま
た
〕

堯
舜
の
「
儒
」
で
あ
る
と
言
い
、
差
異
性
を
強
調
す
る
も
の

は
、
孔
子
の
教
え
を
奉
ず
る
も
の
の
間
で
も
歯
を
剥
き
出
し
に

し
、
い
が
ゑ
あ
う
。
こ
れ
で
は
、
大
同
の
世
界
を
充
分
に
理
解

し
た
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
》

こ
れ
は
、
物
子
の
い
つ
も
言
っ
て
い
る
言
葉
だ
。

そ
も
そ
も
、
仲
尼
が
興
ら
な
け
れ
ば
、
私
に
は
「
儒
」
と
な

る
と
い
う
僥
倖
は
な
か
っ
た
の
だ
。
窪
曇
の
道
が
葱
嶺
を
越
え

た
か
ら
、
魯
子
は
幸
い
に
し
て
「
儒
」
と
な
れ
た
の
だ
。
ま
し

て
や
、
今
日
、
海
内
に
文
章
と
い
う
不
朽
の
業
を
立
て
た
も
の

は
、
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
魯
子
は
、
ま
こ
と
に
「
儒
」
で

あ
る
の
だ
。

私
は
、
ま
た
中
国
語
を
魯
子
に
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
こ
そ
魯

子
が
わ
が
仲
間
た
ち
の
一
員
た
る
所
以
な
の
だ
。
今
年
の
夏
、

魯
子
は
ま
さ
に
西
へ
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
わ
が
仲
間

に
は
送
別
の
言
を
贈
ろ
う
と
す
る
も
の
が
多
く
い
る
。
あ
あ
、
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魯
子
よ
、
行
く
が
よ
い
。
（
し
か
し
）
私
に
は
、
魯
子
の
学
問

の
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
、
い
ま
だ
な
お
知
り
え
て
い
な
い
と
い

う
嘆
き
が
あ
る
の
だ
。

紫
薇
字
様
序

（

１

）

（

２

）

初
余
之
澤
二
褐
吾
藩
一
也
、
廣
澤
藤
公
謹
、
業
已
以
二
先
進
｝
擢
二

（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）

顯
列
↓
從
二
負
咳
弩
卒
《
歳
時
枝
し
武
、
傲
然
爲
二
爪
牙
藩
邸
中
一

（

９

）

（

皿

）

焉
。
然
尚
且
以
下
蕾
所
二
燗
習
一
在
中
文
學
必
時
復
與
二
余
輩
一
横
し

（

Ⅲ

）

（

狸

）

（

週

）

（

皿

）

（

鴫

）

（

恥

）

經
鳴
レ
玉
、
出
二
入
乎
閻
閨
↓
得
し
近
二
日
月
末
光
司
沐
二
口
上
恩
《

（

Ⅳ

）

（

肥

）

（

岨

）

（

別

）

拝
二
文
綺
白
金
之
賜
↓
以
比
二
侍
從
清
切
之
臣
一
者
數
載
突
。
則

（

皿

）

（

犯

）

（

認

）

（

型

）

毎
掎
レ
席
以
退
、
相
共
聯
二
刷
官
道
上
《
願
語
弗
レ
巳
。
或
奉
ニ
ロ

〔

訳

注

〕

（
１
）
平
野
金
華
「
金
華
稿
刑
」
四
「
送
大
潮
上
人
序
」
に
よ

れ
ば
、
魯
子
の
西
帰
は
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
作
成
年
代
は
、
享
保
二
年
と
推

定
さ
れ
る
。
な
お
「
東
野
遺
稿
」
中
に
「
送
大
潮
上
人
序
」
、

「
南
郭
文
集
初
編
巻
六
」
に
「
送
大
潮
師
序
」
が
あ
る
。

（

弱

）

（

妬

）

（

”

）

上
』
貝
督
二
諸
中
貴
人
學
《
若
來
二
硯
邸
史
曹
事
《
亦
皆
接
武
藍

（

詔

）

（

酌

）

（

釦

）

（

訓

）

翅
、
告
以
二
前
政
》
義
等
同
寮
焉
、
則
曹
事
梢
間
、
過
飲
拒
レ
臂
、

（

犯

）

（

銘

）

（

弘

）

（

調

）

相
得
し
罐
也
。
蓋
公
謹
爲
シ
人
、
魁
岸
甚
口
善
謹
、
縄
纒
乎
若
し

（

記

）

（

訂

）

（

詔

）

（

調

）

罪
二
鋸
屑
や
出
し
文
入
に
武
、
洸
二
洋
百
氏
《
芳
綜
二
衆
趣
芸
人
所
二

（

伽

）

（

虹

）

（

蛇

）

（

銘

）

散
艶
誼
性
不
二
甚
耆
戸
酒
、
酒
間
或
及
二
一
義
節
事
《
則
帆
杭
慨

（

“

）

（

妬

）

（

妬

）

（

幻

）

（

偲

）

激
烈
、
怒
髪
上
衝
し
冠
、
目
光
燗
燗
乎
、
亦
不
二
自
覺
↓
性
爲
レ

（
２
）
魯
子
。
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
か
ら
明
和
五
（
一
七

六
八
）
年
。
黄
葉
宗
の
僧
、
詩
人
と
し
て
も
著
名
。
道
号
は

大
潮
、
法
諄
に
元
皓
。
月
枝
、
魯
寮
の
別
号
が
あ
る
。
肥
前

松
浦
の
人
。
十
五
歳
に
し
て
出
家
、
上
野
玄
貞
（
国
思
靖
）

に
学
ん
で
華
語
を
能
く
す
。
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
、
江

戸
に
出
、
享
保
二
年
に
帰
省
。
こ
の
間
祖
裸
及
び
そ
の
門
下

と
交
遊
し
た
。
著
書
に
「
松
浦
詩
集
」
、
「
魯
寮
文
集
」
な
ど

が
あ
る
。

（

岡

本

）
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（

⑬

）

（

印

）

（

別

）

然
也
、
亡
し
何
、
途
中
二
口
語
二
以
去
。
及
二
ロ
憲
廟
賓
ン
天
、
先

（

艶

）

（

露

）

侯
請
Ｐ
告
、
余
亦
出
し
邸
、
養
二
病
讓
洲
上
↓
以
及
レ
徒
二
今
牛
門
↓

（

別

）

以
二
病
故
《
不
し
能
下
尋
二
蕾
罐
『
脩
車
交
其
所
二
知
識
一
諸
君
子
上

（

弱

）

（

弱

）

美
。
公
謹
亦
困
二
風
塵
↓
不
二
數
數
相
過
記
然
毎
レ
過
、
未
三
嘗

（
師
）
（
銘
）
（
的
）
（
帥
）

不
二
道
し
故
相
泣
《
彼
一
時
也
。
一
日
袖
二
其
所
し
著
紫
薇
字
様
者
一

（

団

）

（

舵

）

（

銘

）

相
硯
、
且
言
日
、
我
老
実
、
凡
百
耆
好
、
漸
以
屡
落
、
惟
耆
レ

（

“

）

（

鮪

）

（

船

）

害
乃
甚
二
往
時
↓
然
家
貧
、
技
雌
し
潅
安
所
下
得
二
好
帯
墨
一
以
耗
中

（

師

）

麿
之
上
哉
。
以
故
王
侯
毎
し
徴
、
亦
不
二
甚
拒
一
非
し
彼
焉
、
則
高

（

開

）

麗
繭
、
易
水
墨
、
雌
陛
遇
也
。
童
生
嶬
慕
、
頗
悪
二
其
煩
《
然

（

的

）

以
二
彼
其
所
戸
求
、
値
二
此
其
所
戸
耆
“
亦
不
二
甚
厭
一
也
。
近
者

（

、

）

（

、

）

（

犯

）

爲
三
一
年
少
所
二
珊
萠
戸
之
、
指
二
摘
世
所
し
稲
内
閣
字
府
者
《
遂

（

門

）

（

汎

）

成
二
一
冊
記
亦
難
肋
哉
、
爲
二
之
如
何
至
余
受
而
卒
し
業
、
則
服

（

だ

）

（

汚

）

然
興
而
日
、
吾
口
東
方
文
一
章
之
盛
、
千
百
年
唯
有
二
今
日
一
耳
。

（

万

）

（

沼

）

願
し
書
亦
然
突
哉
。
解
二
拘
掌
《
破
二
盲
磧
一
徴
二
君
乎
海
内
一
誰

（

ね

）

（

帥

）

歸
也
。
夫
葬
善
授
二
人
殼
率
《
而
不
三
能
停
二
錐
相
承
一
者
、
非

（

甑

）

（

邸

）

（

鯉

）

邪
。
降
吟
格
就
レ
卑
、
庸
何
傷
哉
。
公
謹
呪
然
笑
。
因
趣
梓
し
之
。

廼
詳
絞
丁
余
所
丙
以
與
二
公
謹
一
罐
、
知
乙
識
其
爲
腰
人
、
弁
二
其

（

妬

）

（

銘

）

（

飯

）

首
一
以
停
四
海
内
覧
者
、
知
三
厘
厘
非
二
公
謹
本
色
一
也
。

〔

語

注

〕

（
１
）
（
揚
雄
）
解
噸
八
或
解
縛
而
相
、
或
澤
褐
而
傳
Ｖ
、
（
哀

宏
）
三
國
名
臣
序
賛
八
澤
褐
中
林
Ｖ
。
（
２
）
論
語
・
先
進
八
先

進
於
禮
樂
野
人
也
Ｖ
。
（
３
）
漢
書
・
趙
允
國
傳
八
倶
爲
顯
列
Ｖ
。

（
４
）
史
記
・
司
馬
相
如
傳
八
縣
令
負
弩
矢
先
恥
Ｖ
、
（
徐
陵
）

與
王
僧
癖
書
八
郡
將
州
司
、
郊
迎
負
弩
Ｖ
。
（
５
）
史
記
・
高
祀

紀
八
令
郡
國
諸
侯
各
立
高
祀
廟
、
以
歳
時
祠
Ｖ
。
（
６
）
（
揚
雄
）

長
楊
賦
八
簡
力
狡
獣
、
校
武
栗
禽
Ｖ
。
（
７
）
禮
記
・
檀
弓
下

八
侭
然
在
憂
服
之
中
Ｖ
、
論
語
・
子
張
八
望
之
侭
然
Ｖ
、
同
・

堯
日
八
傲
然
、
人
望
而
畏
之
Ｖ
ｏ
（
８
）
詩
・
所
父
八
所
父
、
予

王
之
爪
牙
Ｖ
、
左
傳
・
成
公
十
二
八
署
其
武
夫
、
以
爲
己
腹
心

股
肱
爪
牙
Ｖ
ｏ
（
９
）
資
治
通
鑑
・
光
武
帝
建
武
二
五
年
「
僻
言

燗
雅
」
注
八
余
謂
、
燗
、
習
也
Ｖ
。
（
皿
）
論
語
・
先
進
八
文

學
、
子
溝
子
夏
Ｖ
、
魏
志
・
王
築
傳
八
文
帝
爲
五
官
將
、
及
平

原
君
植
、
皆
好
文
學
Ｖ
。
（
皿
）
北
齊
書
・
儒
林
傳
八
横
經
受
業

之
侶
、
遍
於
郷
邑
Ｖ
、
陳
書
・
周
弘
正
傳
八
降
情
屈
膣
横
經
請

盆
Ｖ
・
（
皿
）
國
語
・
楚
語
下
八
趙
簡
子
鳴
中
以
相
Ｖ
、
南
史
・

丘
遅
爲
撲
射
讓
光
瞭
大
夫
序
八
飛
翠
鳴
玉
、
出
入
禁
門
Ｖ
、
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（
過
）
詩
・
北
山
八
或
出
入
風
議
Ｖ
、
南
史
・
丘
遅
爲
撲
射
讓
光

緑
大
夫
表
八
飛
翠
鳴
王
、
出
入
禁
門
Ｖ
・
（
皿
）
楚
欝
・
離
騒

八
掎
閻
閨
而
望
余
Ｖ
、
（
張
衡
）
西
都
賦
八
表
嶢
關
於
閻
閨
Ｖ
。

（
巧
）
漢
書
・
爺
何
曹
参
傳
賛
八
漢
興
、
依
日
月
末
光
Ｖ
・
（
略
）

呂
氏
春
秋
・
仲
冬
紀
・
當
務
八
周
公
旦
日
、
親
親
上
恩
Ｖ
。
（
Ⅳ
）

六
諾
・
盈
虚
八
錦
繍
文
綺
不
衣
Ｖ
ｏ
呉
志
・
華
畷
傳
八
不
待
文

綺
以
致
愛
Ｖ
・
（
肥
）
漢
書
・
食
貨
志
八
金
有
三
等
、
黄
金
爲
上
、
白

金
爲
中
、
赤
金
爲
下
Ｖ
。
（
⑬
）
漢
書
・
孝
宣
灌
皇
后
傳
八
皇
后

墾
駕
、
侍
從
甚
盛
Ｖ
。
（
別
）
（
杜
甫
）
贈
獄
納
起
居
田
舎
人
澄
詩

八
縁
雲
清
切
歌
聾
上
Ｖ
、
（
劉
禎
）
贈
徐
幹
詩
八
拘
限
清
切
禁
Ｖ
。

（
虹
）
後
漢
書
・
儒
林
傳
八
安
一
帝
薄
於
藝
文
、
博
士
掎
席
不
講
Ｖ
。

（
躯
）
後
漢
書
・
張
衡
傳
八
績
聯
刷
号
、
紛
暗
暖
Ｖ
、
蕾
唐
害
・

高
餅
傳
八
節
旅
聯
刷
Ｖ
。
（
鍋
）
（
白
居
易
）
得
微
子
到
官
後
書

備
知
通
州
之
事
詩
八
録
蛇
壹
摘
官
道
Ｖ
・
（
型
）
（
韓
愈
）
詩
八
顧

語
地
上
友
、
經
螢
無
太
忙
Ｖ
。
（
路
）
史
記
・
公
孫
弘
傳
八
皆
倍

其
約
、
順
上
旨
Ｖ
・
（
郡
）
史
記
。
李
將
軍
傳
八
天
子
使
中
貴
人

從
廣
、
勒
習
兵
撃
甸
奴
Ｖ
。
（
”
）
潅
記
・
曲
禮
上
八
堂
上
接

武
、
堂
下
布
武
Ｖ
・
（
犯
）
唐
書
・
上
官
儀
傳
八
篭
羽
鶇
鷺
Ｖ
。

（
調
）
害
・
畢
命
八
欽
若
先
王
成
烈
、
以
休
子
前
政
Ｖ
。
（
鋤
）
左

傳
・
文
公
七
八
吾
嘗
同
寮
Ｖ
。
（
瓢
）
（
白
居
易
）
再
答
昆
仲
詩

八
他
日
過
欽
随
家
風
Ｖ
。
（
詔
）
史
記
・
田
紛
傳
八
其
勝
如
父

子
、
然
相
得
罐
甚
Ｖ
・
（
詔
）
漢
書
・
江
充
傳
八
充
爲
人
魁
岸
、

容
貌
挫
壯
Ｖ
。
（
弧
）
左
傳
・
昭
公
二
六
八
有
君
子
、
白
哲
貴
鬚

眉
、
甚
口
Ｖ
。
（
弱
）
韓
非
子
・
難
言
八
言
順
比
滑
澤
、
洋
洋
擢

綴
然
Ｖ
、
楚
誹
・
離
騒
八
索
胡
繩
之
綴
纒
Ｖ
。
（
弱
）
晉
害
・
胡

母
輔
之
傳
八
彦
國
吐
佳
言
、
如
鋸
木
屑
罪
罪
不
絶
Ｖ
、
（
蘇
戟
）

生
日
王
郎
以
詩
貝
慶
次
其
韻
井
寄
茶
二
十
一
斤
詩
八
高
論
無
窮

如
鋸
屑
Ｖ
・
（
師
）
史
記
・
老
莊
申
韓
傳
八
其
言
洸
洋
自
恋
Ｖ
。

（
詔
）
漢
書
・
救
傳
八
總
百
氏
Ｖ
、
晉
害
・
陸
雲
傳
八
思
樂
百

氏
Ｖ
。
（
調
）
（
稜
康
）
琴
賦
八
紛
紛
翁
響
、
冠
衆
藝
号
Ｖ
。

（
伽
）
唐
書
、
李
晟
傳
八
虜
皆
指
目
敵
艶
Ｖ
・
（
虹
）
左
傳
・
襄
公

二
八
八
齋
慶
封
好
田
而
耆
酒
Ｖ
。
（
甥
）
後
漢
書
・
廉
萢
傳
八
鴻

恢
慨
有
義
節
Ｖ
。
（
媚
）
楚
鮮
・
哀
郭
八
好
夫
人
之
抗
慨
Ｖ
、
史

記
・
項
羽
紀
八
項
王
乃
悲
歌
杭
慨
Ｖ
。
（
“
）
（
蘇
武
）
詩
八
長

歌
正
激
烈
Ｖ
、
（
李
白
）
擬
古
詩
八
弦
醗
何
激
烈
Ｖ
。
（
妬
）
史

記
・
趙
世
家
八
怒
髪
上
衡
冠
Ｖ
・
（
媚
）
南
史
・
檀
道
濟
傳
八
目
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光
如
炬
Ｖ
。
（
卿
）
（
播
岳
）
寡
婦
賦
八
目
舸
舸
而
不
寝
Ｖ
。

（
媚
）
孔
子
家
語
・
致
思
八
吾
有
三
失
、
晩
而
自
攝
Ｖ
。
（
鱒
）
漢

書
・
浬
方
進
傳
八
居
亡
何
Ｖ
。
（
卵
）
漢
書
・
楊
暉
傳
八
遭
遇
感

故
、
横
被
口
語
Ｖ
・
颪
）
齊
東
野
語
八
度
宗
賓
天
Ｖ
。
（
艶
）
漢

書
・
汲
霜
傳
八
最
後
巌
助
爲
請
告
Ｖ
。
（
粥
）
漢
書
・
救
傅
八
既

至
、
以
侍
中
光
祗
大
夫
養
病
Ｖ
、
禮
記
・
射
義
八
酒
者
所
以
養

老
也
、
所
以
養
病
也
Ｖ
。
（
別
）
管
子
・
入
國
八
属
之
其
郷
黛
知

識
故
人
Ｖ
。
（
弱
）
（
高
適
）
封
丘
作
八
寧
堪
作
吏
風
塵
下
Ｖ
、

（
戴
叔
倫
）
贈
設
亮
詩
八
來
往
風
塵
共
白
頭
Ｖ
。
（
髄
）
（
白
居

易
）
酔
後
走
筆
酬
劉
五
主
簿
長
句
之
贈
兼
簡
長
大
賀
二
十
四
先

輩
晁
季
詩
八
乘
間
數
數
來
相
訪
Ｖ
。
（
師
）
史
記
・
滑
稽
傳
八
久

不
相
見
・
卒
然
相
観
、
權
然
道
故
Ｖ
。
（
鵠
）
史
記
・
刺
客
傳
八
已

而
相
泣
、
考
若
無
人
者
Ｖ
。
（
弱
）
孟
子
・
公
孫
丑
下
八
日
、
彼

一
時
、
此
一
時
也
Ｖ
。
（
帥
）
（
韓
愈
）
何
蕃
傳
八
一
日
揖
諸

生
Ｖ
・
（
釦
）
論
語
・
述
而
八
子
日
、
甚
英
、
吾
衰
也
、
久
美
、

吾
不
復
夢
見
周
公
Ｖ
。
（
“
）
説
苑
・
建
本
八
侯
何
嗜
好
Ｖ
、
禮

記
・
月
令
八
節
耆
欲
Ｖ
。
（
“
）
莊
子
、
天
地
「
無
落
吾
事
」
稗

文
八
落
、
猶
屡
也
Ｖ
。
（
“
）
漢
書
・
史
丹
傳
八
左
將
軍
丹
、
性

時
導
朕
以
中
正
Ｖ
。
（
妬
）
史
記
・
公
孫
弘
傳
八
家
貧
、
牧
永
海

上
Ｖ
、
漢
書
・
司
馬
相
如
傳
八
家
貧
、
貨
賂
不
足
以
自
贈
Ｖ
。

（
髄
）
通
俗
編
・
藝
術
、
技
潅
八
風
俗
通
、
高
漸
離
鍵
性
名
、
傭

保
子
人
、
聞
堂
上
撃
筑
、
技
震
不
能
無
出
言
Ｖ
。
（
師
）
易
・
患

八
不
事
王
侯
、
高
尚
其
事
Ｖ
・
（
船
）
莊
子
・
徐
元
鬼
八
羊
肉
不

慕
蟻
、
蟻
慕
羊
肉
Ｖ
。
（
的
）
（
韓
愈
）
與
李
断
東
害
八
近
者
閤

下
從
事
Ｖ
。
（
、
）
韓
詩
外
傳
四
八
夫
人
主
年
少
而
放
Ｖ
、
戦

國
・
魏
策
八
寡
人
年
少
Ｖ
。
（
面
）
算
州
尺
値
八
足
下
柳
蘓
之
Ｖ
。

（
犯
）
北
史
・
王
部
傳
八
指
摘
經
史
謬
誤
、
爲
讃
書
記
三
十
巻
Ｖ
、

蜀
志
・
孟
光
傳
八
光
之
指
摘
痛
潅
、
多
如
是
類
Ｖ
。
（
だ
）
後
漢

書
・
楊
修
傳
八
夫
難
肋
、
食
之
則
無
所
得
、
棄
之
則
如
可
惜
Ｖ
・

（
科
）
筍
子
・
仲
尼
八
周
公
卒
業
Ｖ
。
（
だ
）
禮
記
。
孔
子
間
居

八
子
夏
脈
然
而
起
Ｖ
、
莊
子
・
在
宥
八
廣
成
子
脳
然
而
起
Ｖ
・

（
布
）
史
記
・
儒
林
傳
八
文
一
章
爾
雅
、
訓
僻
深
厚
Ｖ
、
漢
書
・
公

孫
弘
傳
賛
八
文
一
章
司
馬
遷
相
如
Ｖ
・
（
刀
）
（
揚
雄
）
太
玄
賦

八
蕩
然
津
志
、
不
拘
箪
号
Ｖ
、
（
播
岳
）
西
征
賦
八
肥
吾
人
之
拘

寧
、
瓢
群
浮
而
蓬
韓
Ｖ
。
（
沼
）
孟
子
・
梁
悪
王
上
八
海
内
之

地
、
方
千
里
者
九
Ｖ
。
（
門
）
孟
子
。
誰
心
上
八
弾
不
爲
拙
射
鍵
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（

１

）

紫
薇
字
様
の
序

私
が
初
め
て
柳
沢
藩
に
仕
官
し
た
と
ぎ
、
広
沢
・
藤
公
謹

（

２

）

（
細
井
広
沢
）
は
、
も
う
す
で
に
先
輩
と
し
て
奉
職
し
て
お
り
、

い
つ
も
弓
を
背
負
っ
た
徒
者
を
引
き
連
れ
、
定
期
的
に
武
芸
を

披
露
す
る
な
ど
、
藩
邸
で
は
武
臣
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
以
前
か
ら
「
文
学
」
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
た
め
に
、

時
に
は
我
々
﹇
儒
臣
﹈
と
一
緒
に
耆
物
を
抱
え
て
将
軍
家
（
綱

吉
）
に
出
入
り
し
、
直
接
﹇
将
軍
綱
吉
に
﹈
拝
謁
す
る
栄
誉
に

浴
し
て
立
派
な
品
々
を
贈
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
近
従
の
清
切

其
殼
率
Ｖ
。
（
帥
）
易
・
歸
妹
八
岐
能
履
吉
、
相
承
也
Ｖ
。
（
別
）

史
記
・
伯
夷
傳
八
所
謂
天
道
耶
非
耶
Ｖ
・
（
銘
）
（
皎
然
）
詩
式

八
假
使
曹
劉
降
格
爲
之
、
未
知
執
勝
Ｖ
・
（
銘
）
國
語
・
魯
語
下

八
酔
而
怒
、
醒
而
喜
、
庸
何
傷
Ｖ
。
（
“
）
（
司
馬
相
如
）
上
林

賦
八
亡
是
公
断
然
而
笑
Ｖ
。
（
蹄
）
（
孔
安
國
）
尚
書
序
八
観
史

籍
之
煩
文
、
臘
覧
者
之
不
一
Ｖ
。
（
師
）
左
傳
、
襄
公
十
七
八
宋

國
厘
厘
Ｖ
。
（
師
）
唐
害
、
柳
仲
郵
傳
八
仲
郭
以
爲
、
竪
有
本
色

官
Ｖ
、
後
山
詩
話
八
錐
極
天
下
之
工
、
要
非
本
色
Ｖ
。

な
る
臣
と
も
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
数
年
に
及

ん
だ
が
、
﹇
将
軍
家
に
お
け
る
講
義
で
は
﹈
い
つ
も
拝
聴
す
る

（

３

）

だ
け
で
退
席
し
、
天
下
の
大
道
を
一
緒
に
軽
や
か
に
歩
い
た
帰

り
道
で
は
お
互
い
に
振
り
向
き
ざ
ま
に
話
し
て
止
む
こ
と
が
な

か
っ
た
。
あ
る
い
は
将
軍
家
の
命
に
よ
っ
て
御
側
小
姓
で
あ
つ

（

４

）

た
人
々
の
学
問
を
監
督
し
た
り
、
藩
邸
の
史
書
校
注
の
仕
事
を

（
５
）

華
た
り
、
一
緒
に
う
や
う
や
し
く
﹇
藩
主
柳
沢
吉
保
の
前
に
﹈

（

６

）

進
ん
で
以
前
の
政
治
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
も
し
た
。
同
じ

藩
に
仕
え
て
い
た
こ
と
か
ら
仕
事
の
暇
な
折
り
に
は
、
﹇
お
互

い
の
家
に
﹈
立
ち
寄
っ
て
一
緒
に
飲
ん
で
は
意
気
投
合
し
て
喜

（

７

）

ぶ
と
い
っ
た
つ
き
あ
い
だ
っ
た
。

公
謹
と
い
う
人
は
、
弁
舌
が
非
常
に
巧
み
で
あ
り
、
美
し
い

言
葉
が
次
々
と
飛
び
だ
し
た
。
「
文
」
か
ら
「
武
」
に
進
ん
で
、

多
く
の
先
人
の
議
論
や
い
ろ
い
ろ
な
技
芸
を
身
に
つ
け
て
い
た

こ
と
は
、
人
々
が
羨
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
酒
は
強

く
な
い
が
、
酒
を
飲
ん
だ
折
り
に
た
ま
た
ま
大
切
な
論
議
に
及

ぶ
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
非
常
に
憤
激
し
て
怒
髪
天
を
衝
く
勢
い

と
な
り
、
怒
り
で
目
が
輝
き
、
我
を
失
う
と
い
っ
た
在
り
様
で
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あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
ほ
ど
な
く
課
言
に

あ
っ
て
﹇
藩
邸
を
﹈
去
っ
て
い
っ
た
。

憲
廟
（
綱
吉
）
が
亡
く
な
ら
れ
、
先
代
の
藩
侯
（
柳
沢
吉
保
）

が
退
か
れ
る
と
、
私
も
ま
た
藩
邸
を
去
っ
て
讓
洲
﹇
茅
場
町
﹈

で
病
気
を
癒
し
、
現
在
の
牛
門
﹇
牛
込
﹈
の
居
所
に
移
っ
て
か

ら
も
、
病
気
の
為
に
知
り
合
い
の
人
々
と
旧
交
を
暖
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
公
謹
も
ま
た
生
活
が
苦
し
く
、
し
ば
し
ば

行
き
来
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
会
う
た
び
に
昔
の
こ
と

を
語
っ
て
お
互
い
に
涙
す
る
の
は
、
時
世
の
移
り
変
り
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
あ
る
と
き
自
著
の
「
紫
薇
字
様
」
を
挟
か
ら
取
り

だ
し
、
そ
れ
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
…
…

《
私
も
年
を
と
っ
た
。
数
多
く
あ
っ
た
趣
味
も
だ
ん
だ
ん
と
減

っ
た
が
、
た
だ
害
を
好
む
こ
と
だ
け
は
昔
よ
り
も
甚
だ
し
い
。

し
か
し
、
貧
し
い
た
め
に
、
技
術
も
発
揮
で
き
ず
歯
痒
く
思
っ

て
も
、
よ
い
紙
と
墨
を
手
に
い
れ
て
そ
れ
を
示
す
こ
と
も
で
き

な
い
。
だ
か
ら
、
王
侯
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
も
き
っ
ぱ
り
と
は

断
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
ら
で
な
く
て
高
麗
の
繭
紙
や
易
水

の
墨
を
手
に
い
れ
が
た
い
か
ら
だ
、
若
い
人
々
が
慕
っ
て
く
る

の
も
煩
わ
し
く
て
嫌
な
の
だ
が
、
彼
ら
の
求
め
る
も
の
が
私
の

嗜
む
も
の
に
当
た
る
か
ら
、
ま
っ
た
く
嫌
だ
と
は
い
え
な
い
。

近
頃
、
一
人
の
若
輩
者
に
よ
っ
て
世
間
の
評
判
と
な
っ
た
も
の

だ
が
、
「
内
閣
字
府
」
と
い
う
書
籍
を
批
判
し
て
一
冊
の
本
を

作
っ
た
。
捨
て
る
に
惜
し
い
が
、
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
》

私
は
そ
れ
を
受
取
り
、
読
み
終
え
る
と
驚
き
関
心
し
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
た
…
：
．

《
吾
が
東
方
日
本
に
お
い
て
文
章
が
盛
ん
な
こ
と
は
、
千
百
年

の
う
ち
で
も
今
日
だ
け
で
あ
る
。
言
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ

る
。
不
自
由
な
手
の
動
き
を
解
き
ほ
ぐ
し
無
知
を
打
破
す
る
こ

と
は
、
国
内
で
君
以
外
に
誰
に
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
あ
の
﹇
堯

の
世
の
名
人
﹈
弊
が
弓
を
引
き
し
ぼ
り
方
を
教
え
て
も
、
雛
を

次
々
に
的
に
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
﹇
弓
の
教
え
と

（

８

）

し
て
は
﹈
誤
り
で
あ
ろ
う
。
﹇
分
か
り
や
す
く
教
え
る
た
め
に
﹈

品
格
を
卑
く
く
す
る
こ
と
は
問
題
に
な
る
ま
い
。
》

公
謹
は
喜
び
に
溢
れ
て
笑
っ
た
。

そ
こ
で
、
た
ち
ま
ち
上
梓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
序
文
の
冒

頭
で
、
私
が
公
謹
と
親
し
く
、
そ
の
人
柄
を
よ
く
知
っ
て
い
る
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〔

訳

注

〕

（
１
）
本
作
品
の
成
立
年
代
は
、
江
戸
柳
枝
軒
小
川
彦
九
郎
刊

『
紫
薇
字
様
』
（
享
保
九
年
）
に
「
享
保
四
撰
巳
亥
四
月
」
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
と
確

定
で
き
る
。
な
お
、
『
紫
薇
字
様
』
は
、
唐
様
の
書
法
が
盛

ん
と
な
る
な
か
で
、
明
の
黄
鑿
編
『
内
閣
秘
伝
字
府
』
を
準

拠
と
す
る
佐
々
木
志
頭
磨
ら
が
勢
力
を
も
っ
た
こ
と
を
批
判

し
て
、
細
井
広
沢
が
唐
様
書
法
の
正
統
を
示
す
た
め
に
著
し

た
も
の
で
あ
る
（
西
川
寧
細
『
日
本
書
論
集
成
』
第
一
巻
、

一
九
七
八
年
、
汲
古
書
院
、
に
所
収
さ
れ
た
北
川
博
邦
氏
の

解
題
に
よ
る
）
。

（
２
）
細
井
知
慎
、
字
は
公
謹
、
広
沢
・
菊
叢
・
玉
川
な
ど
と

号
す
。
儒
学
を
坂
井
漸
軒
に
、
書
を
北
島
雪
山
に
害
び
、
そ

の
外
に
兵
学
・
天
文
・
歌
道
な
ど
に
も
通
じ
て
一
家
を
な
し

理
由
を
述
べ
た
の
は
、
﹇
「
紫
薇
字
様
」
に
象
え
る
よ
う
な
﹈
細

々
し
た
事
柄
に
こ
だ
わ
る
の
は
彼
本
来
の
姿
で
は
な
い
こ
と
を

読
者
に
知
ら
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
。
柳
沢
吉
保
に
仕
え
、
そ
の
後
一
時
は
幕
府
の
儒
官
に
も

な
り
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
、
七
十
八
歳
で
没
し
て

い
る
。
祖
神
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）

年
に
祖
採
が
三
宅
休
と
結
婚
し
た
と
き
、
そ
の
媒
酌
人
を
広

沢
が
つ
と
め
た
こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
親
密
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

（
３
）
祖
採
は
、
細
井
広
沢
や
志
村
禎
幹
ら
と
と
も
に
、
た
び

た
び
江
戸
城
に
登
城
し
て
将
軍
綱
吉
の
経
書
講
義
を
聞
い
た

り
儒
学
に
関
す
る
講
釈
を
し
て
お
り
、
と
き
に
は
時
服
な
ど

を
拝
領
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
綱
吉
が
柳
沢
吉
保
の
屋
敷
を

訪
れ
て
、
経
害
の
講
義
を
し
た
り
儒
臣
の
講
義
を
聞
く
こ
と

も
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
は
前
後
の
文
脈
か
ら
、
前
者
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
４
）
綱
吉
近
侍
の
小
姓
の
う
ち
十
二
名
が
、
学
問
上
の
落
ち

度
か
ら
柳
沢
吉
保
と
松
平
貞
輝
に
預
け
ら
れ
て
お
り
、
柳
沢

家
で
は
祖
株
な
ど
の
儒
臣
が
彼
ら
を
監
督
し
て
い
た
。
こ
こ

は
そ
う
し
た
事
実
を
指
し
て
い
よ
う
。
こ
の
こ
と
の
詳
し
い

考
察
は
、
平
石
直
昭
氏
の
『
荻
生
祖
裸
年
譜
考
』
一
八
九
〜
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九
五
頁
に
み
え
る
。

（
５
）
柳
沢
家
で
は
後
に
柳
沢
藩
蔵
版
と
し
て
そ
の
一
部
が
出

版
さ
れ
た
廿
一
史
の
校
讐
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
部

局
（
史
局
）
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
祖
株
が
志
村
禎
幹
ら
と

と
も
に
訓
点
校
注
を
施
し
た
「
晋
書
」
「
宋
書
」
な
ど
五
史

は
元
禄
十
四
（
一
七
○
二
）
年
か
ら
宝
永
三
（
一
七
○
六
）

年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
が
、
広
沢
は
こ
う
し
た
作
業
の
様

子
を
見
に
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
６
）
川
越
親
捨
て
事
件
の
処
理
や
藩
の
軍
制
改
革
な
ど
に
祖

裸
が
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
は
祖
抹
や
広
沢
な
ど
が
藩
の
政
治
に
つ
い
て
意
見

贈
下
子
和
之
二
三
河
一
掌
中
書
記
上
序

（

１

）

（

２

）

子
和
狂
生
哉
、
迺
奥
人
也
。
奥
之
爲
レ
州
、
延
表
且
数
千
里
。

（

３

）

（

４

）

（

５

）

蓋
嘗
按
二
地
經
↓
稽
下
其
表
所
し
碁
、
極
星
之
高
庫
與
二
寒
膜
《

（

６

）

所
二
以
大
逵
廷
一
者
』
則
我
燕
・
代
哉
。
其
地
出
二
一
艮
馬
一
其
山

（

７

）

（

８

）

（

９

）

葬
宕
、
其
水
淳
滞
、
其
人
憲
而
勇
、
重
遅
鮮
二
浮
慧
一
至
下
於
不

（
皿
）
（
、
）
（
吻
）
（
略
）
（
Ｍ
）

暹
之
徒
、
發
レ
難
阻
二
山
谷
《
以
二
藪
澤
一
亡
命
、
拒
レ
順
弗
二
蝶

（

妬

）

從
一
盤
結
牢
乎
不
占
可
レ
解
、
嶮
母
レ
蕊
、
攻
母
二
能
破
一
以
螢
二

（

肥

）

（

Ⅳ

）

（

肥

）

王
師
「
弾
二
海
内
之
賦
↓
莫
二
如
レ
之
何
壬
古
來
惟
奥
爲
レ
然
英
。

（

岨

）

（

卯

）

（

皿

）

昔
在
二
大
賓
之
世
《
瓜
二
分
扶
桑
之
壌
《
郡
二
縣
之
《
則
奥
實
蔽
一

壱
數
十
州
之
地
《
特
置
二
鋲
東
府
其
北
一
異
大
將
軍
治
焉
、
與
二

（

躯

）

（

羽

）

（

別

）

筑
之
鎭
西
『
屹
然
乎
隻
塒
云
。
西
以
備
レ
唐
、
而
東
椌
二
制
毛

を
述
べ
て
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
原
文
「
拒
臂
」
と
あ
る
が
、
注
（
１
）
に
挙
げ
た
刊
本

『
紫
薇
字
様
』
所
収
の
文
章
で
は
「
把
臂
」
と
な
っ
て
お

り
、
意
味
上
か
ら
「
把
臂
」
で
解
釈
し
た
。

（
８
）
こ
れ
は
、
語
注
に
掲
げ
た
弓
の
名
人
昇
が
へ
た
な
者
を

教
え
る
場
合
に
も
「
殼
率
」
を
変
え
な
か
っ
た
と
い
う
『
孟

子
』
尽
心
上
篇
に
み
え
る
話
と
、
『
列
子
』
仲
尼
篇
の
「
言

善
射
者
、
能
令
後
鍼
中
前
括
、
発
発
相
及
、
矢
矢
相
属
、
前

矢
造
準
、
而
無
絶
落
、
後
矢
之
括
猶
街
弦
、
視
之
若
一
焉
」

と
、
前
の
矢
に
後
の
矢
が
次
々
に
当
た
っ
た
と
い
う
話
を
結

び
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
澤
井
）
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（
お
）

人
↓
毛
人
雌
し
擴
乎
、
豈
唐
之
濤
哉
。
則
奥
之
大
與
二
俗
憩
《
可
し

（

妬

）

知
已
。
然
猶
且
世
不
レ
易
二
帖
服
一
如
二
逹
谷
・
盤
具
諸
王
、
及

（

”

）

安
氏
・
清
氏
《
其
著
者
。
迺
士
之
以
二
武
驚
一
稲
、
學
二
九
服
《

（

犯

）

（

調

）

莫
奥
是
若
。
而
文
教
之
化
、
歴
一
千
餘
歳
之
久
闇
智
謬
邊
、

（

鋤

）

（

瓢

）

（

鑓

）

（

詔

）

不
し
得
し
耀
二
於
光
明
屯
何
晩
也
。
及
三
口
榊
租
篭
二
定
厘
宇
一
而

（

弧

）

後
奥
之
以
賦
二
百
萬
一
國
者
數
十
、
皆
得
し
比
二
古
大
守
壬
職
兼
二

（

弱

）

（

妬

）

文
武
一
子
育
二
其
封
内
壬
於
レ
是
乎
百
年
、
始
有
二
子
和
者
出
一

（

訂

）

（

犯

）

（

釣

）

焉
。
夫
奥
之
俗
、
母
レ
更
二
都
雅
一
也
、
山
水
母
し
更
二
秀
而
潔
一
也
、

（

伽

）

（

狸

）

（

蛇

）

（

“

）

何
其
接
し
藻
迺
爾
刷
刷
乎
。
文
王
作
し
人
、
可
レ
謂
レ
信
哉
。
子
和

（

“

）

（

妬

）

飲
レ
酒
傲
睨
、
深
慕
二
伯
倫
・
青
蓮
之
爲
Ｐ
人
、
哩
哩
然
惟
古
之

（

妬

）

（

幻

）

（

銘

）

徒
。
迺
其
所
三
爲
迂
遠
澗
二
於
事
情
《
猶
稟
二
命
奥
之
土
一
邪
。

（

⑬

）

（

卵

）

（

団

）

（

卵

）

不
し
遠
二
千
里
↓
南
遊
二
吾
黛
↓
念
盆
自
葺
、
攻
二
古
文
詳
宅
居
則

（

記

）

言
二
其
志
一
也
。
日
、
吾
奥
、
北
郷
二
毛
人
《
而
西
欝
海
、
東
弱

（

瓢

）

水
、
以
二
左
右
｝
望
三
三
韓
與
二
蓬
漏
之
洲
一
也
。
吾
既
生
不
レ
當
二

（

弱

）

秦
皇
漢
武
之
世
や
安
所
レ
得
下
抜
二
毛
人
之
毛
↓
襲
以
二
衣
冠
《
迺

（

弱

）

毛
中
其
土
上
乎
。
幸
從
二
物
先
生
↓
修
二
不
朽
之
業
一
則
王
喬
．
安

（

Ｗ

）

（

認

）

期
生
、
旦
莫
而
遇
し
之
。
所
し
憾
者
未
し
能
下
濯
一
櫻
浸
水
《
而
石
小

我
詩
書
無
閻
之
顛
必
是
已
。
物
先
生
謂
レ
予
也
。
由
し
是
吾
黛
之

〔

語

注

〕

（
１
）
史
記
・
卿
生
傳
八
郷
生
年
六
十
餘
、
長
八
尺
、
人
皆
謂
之

狂
生
Ｖ
ｏ
（
２
）
史
記
・
蒙
憎
傳
八
起
臨
挑
至
遼
東
、
延
衰
萬
餘

里
Ｖ
ｏ
（
３
）
周
禮
・
考
工
記
・
匠
人
八
書
参
諸
日
中
之
景
、
夜

考
之
極
星
、
以
正
朝
夕
Ｖ
、
（
４
）
准
南
子
・
時
則
訓
八
孟
冬
之

士
、
目
し
之
以
レ
狂
。
子
和
誠
狂
生
哉
。
是
歳
巳
亥
秋
、
朝
鮮
聰

（

弱

）

使
、
當
レ
過
一
一
三
河
《
而
州
侯
職
當
二
供
張
《
迺
徴
二
子
和
↓
委

以
二
書
記
之
任
記
六
月
望
、
造
二
予
別
一
美
。
予
酌
二
之
酒
《
以
言

（

帥

）

日
、
子
弗
レ
往
而
彼
來
。
抑
之
與
レ
契
哉
。
子
行
美
。
夫
三
河

（

印

）

者
、
今
豐
浦
也
。
杜
若
之
水
、
鳳
來
之
山
、
麓
麓
乎
佳
氣
、
庶

（

舵

）

（

“

）

以
暗
二
風
之
所
咳
自
邪
。
子
與
二
韓
客
《
把
二
臂
其
間
一
乎
。
特
浸

與
二
書
無
間
一
云
乎
哉
。
子
行
芙
。
子
和
受
レ
爵
而
飲
、
蓋
し
石
迺

（

“

）

（

妬

）

（

髄

）

（

師

）

辞
、
悲
歌
枕
慨
、
秀
若
し
無
し
人
。
歌
未
し
畢
、
忽
俄
然
久
し
之

（

錦

）

日
、
吾
間
し
之
、
朝
鮮
者
燕
之
屡
也
。
其
風
土
吾
等
耳
。
然
又

（

的

）

（

、

）

近
レ
虜
。
虜
酒
簿
、
千
鍾
不
レ
酔
レ
人
。
彼
其
習
二
於
飲
一
邪
。
安

能
飲
二
吾
酒
一
而
吾
之
敵
哉
。
是
猶
可
レ
憾
也
。
遂
去
。
子
和
誠

狂
生
哉
。
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月
、
螢
丘
朧
之
小
大
高
庫
Ｖ
ｏ
（
５
）
漢
書
・
天
文
志
八
日
進
爲

暑
、
退
爲
寒
、
若
日
之
南
北
失
節
、
碁
過
而
長
爲
常
寒
、
退
而

短
爲
常
煥
、
此
寒
膜
之
表
也
Ｖ
。
（
６
）
莊
子
・
道
遙
遊
八
大
有

逵
庭
Ｖ
ｏ
（
７
）
（
班
彪
）
北
征
賦
八
野
荊
條
以
葬
蕩
Ｖ
ｏ
（
８
）

准
南
子
・
氾
論
訓
八
憩
者
類
而
非
勇
Ｖ
。
（
９
）
筍
子
・
修
身

八
卑
浬
重
遅
負
利
、
則
抗
之
以
高
志
Ｖ
、
史
記
・
酷
吏
・
杜
周

傳
八
重
遅
外
寛
、
内
深
次
骨
Ｖ
・
（
皿
）
左
傳
・
襄
公
十
年
八
五

族
聚
群
不
暹
之
人
、
因
公
子
之
徒
以
凱
Ｖ
、
後
漢
書
・
史
弼
傳

八
外
聚
剰
輕
不
暹
之
徒
Ｖ
。
（
Ⅱ
）
左
傳
・
定
公
一
四
年
八
壹
以

其
先
發
難
也
、
討
於
趙
氏
Ｖ
。
（
⑫
）
漢
書
・
高
帝
紀
下
八
秦
、

形
勝
之
國
也
。
帯
河
阻
山
、
縣
隔
千
里
Ｖ
、
漢
書
・
燕
望
之
傳

八
以
都
名
賊
梁
子
政
阻
山
爲
害
、
久
下
伏
睾
Ｖ
。
（
昭
）
（
司
馬

相
如
）
難
蜀
父
老
賦
八
羅
者
猶
覗
乎
藪
澤
Ｖ
、
害
・
武
成
八
爲

天
下
邇
逃
主
、
華
淵
藪
Ｖ
・
（
皿
）
史
記
・
張
耳
傳
八
少
時
嘗
亡

命
、
海
外
黄
Ｖ
。
（
妬
）
呉
志
・
鐘
離
牧
傳
八
諸
夷
盤
結
、
宜
以

漸
安
Ｖ
。
（
略
）
孟
子
・
梁
惠
王
下
八
箪
食
壺
漿
以
迎
王
師
Ｖ
。

（
Ⅳ
）
孟
子
・
梁
惠
王
上
八
海
内
之
地
、
方
千
里
者
九
Ｖ
。
（
肥
）

（
李
白
）
將
進
酒
詩
八
古
來
賢
逹
皆
寂
莫
、
惟
有
飲
者
雷
其

名
Ｖ
・
（
四
）
漢
書
・
買
誼
傳
八
高
一
帝
瓜
分
天
下
、
以
王
功
臣
Ｖ
。

（
鋤
）
（
王
維
）
遙
晁
監
詩
八
郷
國
扶
桑
外
、
主
人
孤
島
中
Ｖ
・

（
皿
）
史
記
・
始
皇
本
紀
八
海
内
爲
郡
縣
Ｖ
。
（
犯
）
（
王
延
壽
）

魯
霊
光
殿
賦
八
屹
然
特
立
、
的
爾
殊
形
Ｖ
・
（
鴎
）
（
播
岳
）
西

征
賦
八
儀
景
星
於
天
漢
、
列
牛
女
以
隻
時
Ｖ
。
（
型
）
北
史
・
魏

道
武
帝
紀
八
昔
朕
遠
祀
、
總
御
幽
都
、
椌
制
邇
國
Ｖ
。
（
妬
）
宋

書
・
倭
國
傳
八
東
征
毛
人
Ｖ
。
（
妬
）
（
王
安
石
）
曹
公
行
状

八
後
遂
帖
服
、
皆
爲
用
Ｖ
。
（
”
）
呉
志
・
陸
抗
傳
八
今
敵
跨
制

九
服
Ｖ
・
（
詔
）
詩
・
悶
宮
八
至
干
海
邦
、
准
夷
蟹
狛
、
及
彼
南

夷
、
莫
不
率
從
、
莫
敢
不
諾
、
魯
侯
是
若
Ｖ
・
（
羽
）
言
・
禺
貢

八
五
百
里
綏
服
、
三
百
里
撲
文
教
、
二
百
里
奮
衞
Ｖ
。
（
鋤
）

（
司
馬
相
如
Ｖ
難
蜀
父
老
八
曾
爽
闇
昧
、
得
耀
乎
光
明
Ｖ
・

（
釦
）
論
語
・
子
路
八
何
晏
也
Ｖ
。
（
犯
）
害
・
康
王
之
詰
八
畢
協

賞
罰
、
識
定
恢
功
Ｖ
。
（
詔
）
晉
書
・
地
理
志
八
表
提
類
而
分
匡

宇
、
判
山
河
考
彊
域
Ｖ
。
（
弘
）
史
記
・
李
將
軍
傳
八
於
是
乃
徒

爲
上
郡
大
守
Ｖ
。
（
弱
）
詩
、
六
月
八
文
武
吉
甫
、
萬
邦
爲
憲
Ｖ
。

（
調
）
左
傳
・
成
公
二
年
八
使
齋
之
封
内
、
壼
東
其
畝
Ｖ
。

（
師
）
呉
志
・
孫
詔
傳
八
儀
貌
都
雅
Ｖ
。
（
詔
）
魏
志
・
賢
謝
傳
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八
呉
蜀
雌
蟇
爾
小
國
、
依
阻
山
水
Ｖ
、
（
左
思
）
招
隠
詩
八
非
必

糸
與
竹
、
山
水
有
清
音
Ｖ
。
（
調
）
（
顧
瑛
）
巫
峡
雲
濤
石
屏
詩

八
秀
潔
庚
庚
絶
文
理
Ｖ
。
（
㈹
）
孟
子
・
表
心
下
八
以
至
仁
伐
至

不
仁
、
而
何
其
血
之
流
杵
也
Ｖ
・
（
虹
）
（
左
思
）
蜀
郡
賦
八
摘

藻
淡
天
庭
Ｖ
、
（
柳
顧
言
）
奉
和
晩
日
揚
子
江
應
教
詩
八
淡
藻
麗

繁
星
、
高
論
光
朝
日
Ｖ
・
（
蛇
）
（
魏
文
帝
）
與
呉
質
害
八
元
琉

書
記
、
刷
嗣
致
足
樂
也
Ｖ
。
（
妃
）
詩
・
械
撲
八
周
王
壽
考
、
暹

不
作
人
Ｖ
。
（
“
）
（
郭
瑛
）
江
賦
八
旅
夷
掎
浪
以
傲
睨
Ｖ
、

（
杜
甫
）
白
水
崔
少
府
十
九
翁
高
齋
三
十
韻
詩
八
清
晨
陪
蹟
筆
、

傲
睨
傭
蛸
壁
Ｖ
。
（
媚
）
史
記
。
司
馬
相
如
傳
八
慕
藺
相
如
之
爲

人
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
壼
心
下
八
其
志
哩
哩
然
、
日
古
之
人
、
古

之
人
Ｖ
。
（
卿
）
史
記
・
孟
子
傳
八
梁
惠
王
不
果
所
言
、
則
見
以

爲
迂
遠
而
閼
於
事
情
Ｖ
・
（
媚
）
論
衡
・
氣
壽
八
凡
人
稟
命
有
二

品
Ｖ
。
（
鱒
）
孟
子
・
梁
惠
王
上
八
翌
不
遠
千
里
而
來
Ｖ
。
（
帥
）

莊
子
・
天
地
八
子
貢
南
遊
於
楚
Ｖ
。
（
副
）
論
語
・
公
冶
長
八
吾

黛
之
小
子
狂
簡
Ｖ
。
（
兜
）
老
子
・
三
一
一
章
八
君
子
居
則
貴
左
Ｖ
。

（
認
）
書
・
舜
典
八
詩
言
志
、
歌
永
言
Ｖ
、
論
語
・
先
進
八
壺
各

言
爾
志
Ｖ
。
（
型
）
孟
子
・
公
孫
丑
下
八
以
左
右
望
而
同
市
利
Ｖ
。

（
弱
）
論
語
・
堯
日
八
君
子
正
其
衣
冠
、
尊
其
謄
硯
Ｖ
。
（
弱
）

（
魏
文
帝
）
典
諭
論
文
八
文
章
經
國
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
Ｖ
・

（
印
）
莊
子
・
齊
物
諭
八
萬
世
之
後
、
而
一
遇
大
聖
知
其
解
者
、

是
旦
暮
遇
之
也
Ｖ
。
（
昭
）
孟
子
・
離
婁
上
八
槍
浪
之
水
清
号
、

可
以
濯
我
櫻
Ｖ
・
（
弱
）
漢
書
・
王
尊
傳
八
後
上
行
幸
雍
過
號
、

尊
供
張
如
法
而
辨
Ｖ
、
（
韓
愈
）
遙
楊
少
尹
序
八
於
時
公
卿
設
供

張
、
租
道
東
都
門
外
Ｖ
。
（
帥
）
（
陸
機
）
漢
高
租
功
臣
頌
八
策

出
無
方
、
思
入
祁
契
Ｖ
。
（
鉦
）
後
漢
書
・
光
武
紀
八
氣
佳
哉
、

鯵
鯵
葱
葱
然
Ｖ
。
（
鑓
）
中
庸
八
知
遠
之
近
、
知
風
之
自
、
知
微

之
顯
、
可
與
入
徳
突
Ｖ
。
（
侭
）
莊
子
・
田
子
方
八
吾
絡
身
與
汝

交
一
臂
Ｖ
。
（
“
）
史
記
・
滑
稽
傳
八
一
石
亦
酔
Ｖ
。
（
鮪
）
史

記
・
項
羽
本
紀
八
於
是
項
王
乃
悲
歌
杭
慨
Ｖ
、
同
・
貨
殖
傳

八
丈
夫
相
聚
瀧
戯
、
悲
歌
杭
慨
Ｖ
。
（
船
）
史
記
、
刺
客
傳
八
荊

呵
嗜
酒
、
日
與
狗
屠
及
高
漸
離
飲
於
燕
市
、
酒
酎
以
往
、
高
漸

離
撃
筑
、
荊
舸
和
而
歌
於
市
中
、
相
樂
也
、
已
而
相
泣
、
秀
若

無
人
者
Ｖ
。
（
師
）
臘
記
・
哀
公
問
八
孔
子
傲
然
作
色
而
對
Ｖ
。

（
銘
）
國
語
・
周
語
上
八
替
率
一
音
官
、
以
省
風
土
Ｖ
・
（
的
）
（
高

適
）
螢
州
歌
八
虜
酒
千
鐘
不
酔
人
、
胡
兒
十
歳
能
騎
馬
Ｖ
。



拓
（
、
）
詩
・
揚
之
水
八
彼
其
之
子
Ｖ
。

（

１

）

子
和
の
三
河
に
之
き
て
書
記
を
掌
る
に
贈
る
の
序

（
２
）

子
和
（
平
野
金
華
）
は
「
狂
生
」
で
あ
る
。
そ
し
て
奥
の
地

の
人
で
あ
る
。

奥
は
一
つ
の
州
だ
が
、
そ
の
広
さ
数
千
里
四
方
に
も
及
ぶ
。

試
巍
に
地
理
害
を
調
べ
る
と
、
日
影
柱
の
柱
影
（
太
陽
の
高

度
）
、
北
極
星
の
高
度
、
そ
し
て
暑
き
寒
さ
が
〔
江
戸
と
〕
お

お
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の

燕
、
代
の
地
方
な
の
だ
。
そ
の
地
は
良
馬
を
産
し
、
そ
の
山
は

広
々
と
し
、
そ
の
川
は
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
そ
の
人
々
の
性
質

は
頑
迷
に
し
て
勇
敢
、
鈍
重
で
は
あ
る
が
軽
薄
な
利
口
さ
は
な

い
。
し
か
し
、
不
暹
の
や
か
ら
が
、
山
谷
に
依
っ
て
反
乱
を
起

こ
し
、
沼
地
に
逃
げ
込
ん
で
、
帰
順
を
拒
ん
で
従
わ
ず
、
固
く

団
結
し
て
け
っ
し
て
仲
間
割
れ
し
な
い
と
い
う
事
態
に
至
っ
て

は
、
諭
し
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
攻
撃
し
て
も
撃
破
で
き

ず
、
王
者
の
軍
隊
を
煩
わ
せ
、
国
内
の
軍
賦
の
す
べ
て
を
費
や

し
て
も
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。
古
来
、
奥
の
地

こ
そ
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

昔
、
大
宝
年
間
に
日
本
の
地
を
分
割
し
、
郡
県
に
区
分
し
た

さ
い
、
奥
の
地
の
広
さ
は
、
そ
の
他
の
数
十
州
の
地
の
広
さ
に

匹
敵
し
て
い
る
の
で
、
と
く
に
鎮
東
府
を
そ
の
北
境
に
置
き
、

大
将
軍
が
治
め
た
。
筑
前
の
鎮
西
府
と
と
も
に
屹
然
と
し
て
な

ら
び
た
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
鎮
西
府
は
唐
に
備
え
、
鎮
東
府

は
毛
人
を
警
戒
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
毛
人
は
荒
々
し
い
と
は

い
っ
て
も
、
唐
と
同
類
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
奥
の
地

の
広
さ
と
そ
の
風
俗
の
頑
迷
さ
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
し

か
も
な
お
、
た
え
ず
軽
を
し
く
は
服
従
し
な
い
も
の
が
お
り
、

達
谷
、
盤
具
の
諸
王
お
よ
び
安
倍
氏
、
清
原
氏
は
そ
の
著
し
い

例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
武
勇
を
も
っ
て
称
せ
ら
れ
る
士
が
、

辺
境
を
征
伐
し
、
（
人
々
は
）
広
漠
た
る
奥
に
従
っ
た
の
で
あ
つ

（
３
）た

。
し
か
し
、
文
教
の
化
は
千
年
以
上
も
経
て
い
き
わ
た
ら
ず
、

文
明
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ん
と
ま
あ
晩
か
つ
た
こ
と
よ
・
神

祖
が
国
内
を
平
定
す
る
に
及
ん
で
、
奥
の
地
に
は
百
万
も
の
民

を
擁
す
る
国
が
数
十
、
古
の
大
守
に
比
せ
ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
文

武
を
兼
ね
、
そ
の
領
内
の
民
を
子
の
如
く
育
ん
だ
。
こ
う
し
て
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百
年
、
よ
う
や
く
子
和
な
る
も
の
が
出
現
し
た
の
だ
。
そ
も
そ

も
奥
の
地
の
風
俗
は
そ
の
優
雅
さ
を
増
し
て
は
い
な
い
し
、
山

水
は
そ
の
清
例
な
美
し
さ
を
増
し
て
は
い
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ど
う
し
て
（
今
日
に
な
っ
て
）
典
雅
な
文
辞
が
か
く
も

盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
文
王
は
人
間
を
新
し
く
し

た
」
と
い
う
の
は
真
実
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（

４

）

子
和
は
酒
を
飲
む
と
気
宇
壮
大
と
な
る
。
深
く
劉
伶
・
李
白

の
人
と
な
り
を
慕
い
、
言
志
の
雄
大
な
さ
ま
、
古
の
徒
で
あ
る

が
、
迂
遠
な
点
が
あ
る
の
は
、
奥
の
地
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
、
南
へ
下
っ
て
わ
が
仲
間

た
ち
に
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
喜
ん
で
、
古
文
辞
を
学
ん
だ
の
で

あ
る
が
、
い
つ
も
そ
の
志
を
述
べ
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ

た
。

（

５

）

「
わ
が
奥
の
地
は
、
北
は
毛
人
、
西
は
渤
海
、
東
は
弱
水
に

隣
し
、
左
右
に
は
三
韓
と
蓬
来
を
望
む
。
し
か
し
、
私
は
、
秦

の
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
の
時
代
に
生
ま
れ
て
は
い
な
い
。
ど
う

し
て
毛
人
に
衣
服
を
着
せ
、
そ
の
土
地
に
作
物
を
植
え
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
、
私
は
さ
い
わ
い
に
も
物

先
生
に
従
い
、
永
久
に
朽
ち
果
て
る
こ
と
の
な
い
文
章
の
業
を

（

６

）

修
め
て
い
る
の
で
、
（
古
の
仙
人
）
王
喬
・
安
期
生
に
朝
晩
あ
え

る
の
だ
が
、
残
念
な
の
は
、
い
ま
だ
（
実
際
、
辺
境
の
地
に
赴

（

７

）

き
）
冠
の
紐
を
狽
水
で
洗
い
、
私
の
詩
を
医
無
閻
山
の
頂
上
に

刻
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
、
こ
れ
だ
け
だ
。
」

「
物
先
生
」
と
は
私
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
わ
が
仲
間
た
ち
は
子
和
を
目
し
て
「
狂
」
と
し
た

（
８
）

の
だ
。
子
和
は
ま
こ
と
に
狂
生
な
の
だ
。

（

９

）

今
年
、
巳
亥
の
年
、
朝
鮮
の
通
信
使
が
三
河
を
通
過
す
る
に

あ
た
り
、
州
侯
は
も
っ
ぱ
ら
接
待
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
そ

こ
で
子
和
を
召
し
て
書
記
の
任
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

六
月
の
望
月
の
日
、
私
の
も
と
へ
別
れ
を
告
げ
に
来
た
。

私
は
、
か
れ
に
酒
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
き
桑
が
行
か
ず
し
て
、
む
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た
の
は
、

不
可
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
だ
。
ぜ
ひ
行
き
た
ま
え
。
そ
も
そ

（

皿

）

も
、
三
河
は
、
今
日
の
豊
浦
で
あ
る
。
か
き
つ
ば
た
の
咲
き
乱

（

ｕ

）

（

妃

）

れ
る
八
橋
の
流
れ
、
鳳
来
の
山
な
ゑ
に
、
秀
れ
た
気
が
鯵
勃
と

し
て
起
こ
っ
た
の
だ
が
、
願
わ
く
ぱ
そ
の
風
化
の
よ
っ
て
き
た
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る
と
こ
ろ
を
見
た
い
も
の
だ
。
き
み
は
韓
の
客
人
と
謂
交
を
結

ん
だ
ら
ど
う
か
。
冠
の
紐
を
浪
水
で
洗
わ
な
く
と
も
、
詩
を
医

無
閻
山
の
頂
上
に
刻
さ
な
く
と
も
よ
い
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
行

き
た
ま
え
。
」

子
和
は
さ
か
ず
き
を
受
け
、
飲
み
ほ
し
た
。
一
石
ほ
ど
飲
み

尽
く
し
て
酔
い
、
あ
た
か
も
ま
わ
り
に
人
の
い
な
い
か
の
ど
と

く
に
一
人
悲
し
げ
に
歌
っ
て
い
た
が
、
歌
い
終
わ
ら
な
い
う
ち

に
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
憂
い
に
沈
み
つ
つ
、
言
っ
た
。

「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
は
燕
の
仲
間
で
あ
り
、
そ

の
風
土
は
わ
が
奥
の
地
に
類
似
し
て
い
る
そ
う
だ
。
し
か
し
ま

た
、
夷
狄
に
も
近
い
。
夷
狄
の
酒
は
弱
い
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
飲

ん
で
も
人
を
酔
わ
せ
な
い
。
か
れ
ら
は
酒
に
飲
み
慣
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
わ
が
国
の
酒
を
飲
ん
で
、
私
は
太
刀
打
ち

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
残
念
な
こ
と
だ
。
」

そ
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

子
和
は
ほ
ん
と
う
に
「
狂
生
」
で
あ
る
の
だ
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
本
文
に
従
っ
て
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
の
作
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
子
和
の
三
河
行
き
に
か
ん
し
て
は
服
部

南
郭
に
「
送
子
和
序
」
（
南
郭
文
集
初
編
巻
六
）
、
太
宰
春
台

に
「
送
平
野
子
和
往
刈
谷
序
」
（
紫
芝
園
前
稿
巻
三
）
、
ま
た

山
県
周
南
に
「
東
都
送
平
子
和
之
参
州
」
（
周
南
文
集
巻
四
）

な
る
詩
が
あ
る
。

（
２
）
子
和
、
姓
は
平
野
、
名
は
玄
沖
、
金
華
と
号
し
、
源
右

衛
門
と
称
す
。
子
和
は
字
。
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
、
奥

州
三
春
に
生
る
。
江
戸
に
出
て
医
術
を
学
び
、
の
ち
沮
裸
に

就
く
。
讓
園
中
、
詩
文
に
お
い
て
名
高
い
。
享
保
一
七
（
一

七
三
二
）
年
四
五
才
に
て
没
す
。
「
金
華
稿
刑
」
、
「
文
荘
先

生
遺
集
」
が
あ
る
。
な
お
、
若
水
俊
「
平
野
金
華
の
生
涯
と

思
想
」
（
茨
城
女
子
短
大
紀
要
一
三
集
一
九
八
六
）
も
参

照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
「
日
本
紀
略
」
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
一
年
四
月
一
五

日
、
蝦
夷
の
長
、
夷
大
墓
公
阿
且
利
為
、
盤
具
公
母
礼
な
ど

が
五
百
人
余
の
部
下
を
率
い
て
坂
上
田
村
麻
呂
に
投
降
し
た
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歸
鞍
吟
草
救

鎭
西
申
君
、
有
二
歸
鞍
吟
草
之
作
詔
其
友
人
竹
春
庵
、
千
里
寄
レ

（

１

）

（

２

）

示
、
謁
二
予
二
一
貝
夫
筑
。
自
二
貝
先
生
一
而
後
、
勘
下
不
三
稗
二
説

と
い
う
。
達
谷
は
阿
旦
利
為
の
本
拠
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る
地

（
「
吾
妻
鏡
」
文
治
五
年
九
月
二
八
日
の
条
）
・
安
倍
氏
は
前

九
年
の
役
に
お
い
て
源
義
家
に
、
清
原
氏
は
後
三
年
の
役
に

お
い
て
源
頼
義
に
討
伐
さ
れ
た
。

（
４
）
劉
伶
、
字
は
伯
倫
。
晋
の
人
、
「
酒
徳
頌
」
の
作
者
。

李
白
、
字
は
青
蓮
。
唐
の
人
。

（
５
）
渤
海
は
中
国
の
北
辺
に
あ
る
海
、
弱
水
は
中
国
の
辺
境

に
あ
る
川
、
蓬
来
は
山
東
半
島
の
東
に
浮
か
ぶ
仙
境
。

（
６
）
王
喬
、
王
子
喬
の
こ
と
。
中
国
上
代
の
仙
人
。
好
ん
で

笙
を
吹
き
、
鳳
鳴
を
な
し
た
。
伊
洛
の
間
に
遊
び
、
の
ち
登

仙
し
た
。
安
期
生
は
山
東
浪
邪
の
仙
人
。
秦
漢
の
際
、
薬
を

海
辺
に
売
り
、
の
ち
蓬
来
山
の
下
へ
去
っ
た
。

（
７
）
狽
水
は
中
国
と
朝
鮮
の
国
境
を
流
れ
る
川
、
医
無
閻
山

は
中
国
の
東
北
、
幽
州
に
あ
る
山
。

（

３

）

詩
書
一
者
埜
而
申
君
最
辨
博
哉
。

（
６
）
（
７
）
（
８
）
（
９
）

以
二
經
生
一
自
見
些
馳
二
鰐
百
氏
《

（
８
）
た
と
え
ば
春
台
は
「
然
子
和
狂
生
哉
」
（
「
送
平
野
子
和

往
刈
谷
序
」
）
と
し
、
南
郭
は
「
蓋
余
亦
時
時
伺
知
其
狂
有

所
託
也
」
（
「
送
子
和
序
」
）
と
し
て
い
る
。

（
９
）
吉
宗
の
襲
職
を
祝
賀
す
る
享
保
四
年
の
通
信
使
に
対
す

る
儀
礼
は
、
前
回
、
正
徳
通
信
使
の
さ
い
新
井
白
石
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
た
も
の
が
旧
に
復
し
た
。
な
お
、
当
時
の
刈
谷

二
万
三
千
石
の
藩
主
は
三
浦
明
敬
。

（
皿
）
三
河
は
家
康
の
故
地
、
江
蘇
省
油
県
豊
邑
は
漢
の
高
祖

劉
邦
の
故
地
。

（
皿
）
「
か
き
つ
ば
た
の
咲
き
乱
れ
る
八
橋
の
流
れ
」
は
伊
勢

物
語
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

（
吃
）
鳳
来
の
山
な
ゑ
、
文
武
天
皇
の
と
き
、
病
気
治
癒
の
祈

祷
の
た
め
、
こ
の
地
の
仙
人
を
鳳
に
駕
し
、
京
に
至
ら
し
め

た

と

い

う

。

（

岡

本

）

（
４
）
（
５
）

蓋
其
人
文
武
自
負
、
不
し
欲
下

（
皿

）

（
ｕ
）

（
岨
）

凌
二
属
千
古
↓
出
し
玄
入
し
稗
、
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〔

語

注

〕

（
１
）
（
衰
桷
）
句
曲
山
迎
眞
送
眞
詞
序
八
張
伯
雨
道
士
寄
示
陸

魯
望
句
曲
山
朝
眞
詞
二
章
Ｖ
。
（
２
）
漢
書
・
晶
錯
傳
八
還
因
上

書
稻
説
Ｖ
。
（
３
）
風
俗
通
・
正
失
八
天
資
辨
博
、
善
爲
文
辞
Ｖ
、

人
物
志
八
辨
博
之
人
論
理
Ｖ
。
（
４
）
詩
．
六
月
八
文
武
吉
甫
Ｖ
。

（
５
）
史
記
・
高
柤
紀
八
高
租
乃
心
濁
喜
・
自
負
Ｖ
ｏ
（
６
）
後
漢

書
・
蕊
玄
傳
八
若
乃
經
生
所
虚
、
不
遠
萬
里
之
路
Ｖ
。
（
７
）
史

記
・
虞
卿
傳
賛
八
亦
不
能
著
書
以
自
見
子
後
世
云
Ｖ
、
老
子
。

（

週

）

（

皿

）

（

巧

）

奇
正
雲
湧
、
其
才
洵
不
し
可
レ
測
也
己
。
段
使
與
二
吾
曹
一
梓
然

（

蝿

）

（

Ⅳ

）

（

略

）

相
二
遇
廣
陵
舶
中
《
命
し
膓
飛
レ
篝
、
柱
し
塵
對
レ
塁
、
宏
思
豪
懐
、

（

四

）

（

鋤

）

（

虹

）

（

配

）

（

路

）

職
二
大
海
一
以
禰
レ
快
、
高
談
劇
論
、
應
二
怒
涛
一
而
争
レ
雄
、
則
奔

州
之
於
二
於
大
夫
一
不
し
茜
也
。
然
此
莫
レ
得
し
性
、
彼
不
し
能
し
來
、

（

鯉

）

（

妬

）

（

恥

）

（

”

）

鞄
二
繋
各
天
斗
徒
想
二
其
眉
宇
此
編
一
耳
。
可
し
不
二
恨
恨
二
哉
。
夫

申
君
豈
欲
二
以
〆
詩
傳
↓
而
詩
蓋
二
申
君
一
乎
・
然
予
識
二
申
君
於

此
「
而
申
君
掲
以
レ
此
傳
、
可
レ
謂
レ
命
実
。
所
し
頼
者
、
方
今
筑

（

羽

）

（

調

）

（

鋤

）

（

瓢

）

（

犯

）

侯
新
立
、
綱
紀
悉
張
、
耆
蕾
造
、
考
行
二
將
試
困
則
申
君
何

必
以
レ
詩
傳
哉
。
詩
果
不
レ
壼
二
申
君
一
也
。

二
二
八
爲
天
下
民
不
目
見
Ｖ
。
（
８
）
晉
害
・
江
邇
傳
八
馳
鰐
極

於
六
藝
Ｖ
、
老
子
・
十
二
八
馳
鰐
田
撒
Ｖ
。
（
９
）
漢
書
・
殺
傳

八
緯
六
經
、
綴
道
綱
、
總
百
氏
、
賛
篇
一
章
Ｖ
、
晉
耆
・
陸
雲
傳

八
思
樂
百
氏
、
博
採
其
珍
Ｖ
。
（
皿
）
（
班
固
）
覧
海
賦
八
登
雲

塗
以
凌
属
Ｖ
、
（
李
白
）
詩
八
隻
洋
易
瓢
稗
、
猫
鶴
思
凌
属
Ｖ
。

（
皿
）
（
宋
之
間
）
駕
出
長
安
詩
八
聖
徳
超
千
古
Ｖ
、
（
李
白
）

詩
八
芳
名
動
千
古
Ｖ
・
（
皿
）
（
萠
子
長
）
淨
法
子
八
入
脚
出
稗

者
、
勧
總
行
衆
善
Ｖ
、
（
宋
之
間
）
詩
八
入
稗
從
鳰
焼
、
説
法

有
龍
鱸
Ｖ
・
（
過
）
孫
子
・
兵
勢
八
戦
勢
不
過
奇
正
Ｖ
、
史
記
・

田
単
傳
八
奇
正
還
相
生
Ｖ
・
（
皿
）
（
白
居
易
）
題
薔
薇
架
詩

八
根
動
形
雲
湧
、
枝
揺
赤
羽
翔
Ｖ
・
（
巧
）
（
杜
甫
）
赴
青
城
縣

出
成
部
寄
陶
王
二
少
尹
詩
八
客
情
投
異
縣
、
詩
態
憶
吾
曹
Ｖ
。

（
蛆
）
（
蘇
賦
）
留
侯
論
八
梓
然
相
遇
於
草
野
之
間
Ｖ
・
（
Ⅳ
）

（
謝
霊
運
）
詩
八
賓
至
可
命
膓
、
朋
來
當
染
翰
Ｖ
・
~
（
昭
）
晉

耆
・
宣
帝
紀
八
與
之
對
塁
百
餘
日
Ｖ
・
（
⑬
）
晉
害
・
楊
濟
傳

八
六
軍
大
叫
孵
快
Ｖ
。
（
別
）
後
漢
書
・
馬
行
傳
八
申
眉
高
談
、

無
槐
天
下
Ｖ
、
晉
害
・
段
浩
傳
八
高
談
莊
老
説
Ｖ
・
（
創
）
元

史
・
元
明
善
傳
八
毎
與
虞
集
劇
論
Ｖ
、
聞
見
録
八
行
虚
毎
客
参
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劇
論
Ｖ
。
（
犯
）
（
孟
貫
）
詩
八
江
上
秋
風
捲
怒
濤
Ｖ
・
（
詔
）

（
杜
牧
）
詩
八
可
憐
赤
壁
争
雄
渡
Ｖ
・
（
型
）
論
語
・
陽
貨
八
吾

豈
鞄
瓜
也
哉
。
焉
能
繋
而
不
食
Ｖ
。
（
妬
）
（
任
防
）
詩
八
弗
襯

朱
顔
好
、
徒
想
平
生
人
Ｖ
。
（
妬
）
（
枚
乘
）
七
發
八
陽
氣
見
於

眉
宇
之
間
Ｖ
・
（
”
）
（
古
詩
）
爲
焦
仲
卿
妻
作
八
生
人
作
死

別
、
恨
恨
那
可
論
Ｖ
、
（
陸
機
）
謝
平
原
内
史
表
八
而
不
能
不

恨
恨
Ｖ
・
（
詔
）
漢
書
・
高
帝
紀
八
新
立
、
未
能
壼
圃
其
功
Ｖ
。

（
調
）
詩
・
械
撲
八
勉
勉
我
王
、
綱
紀
四
方
Ｖ
、
筍
子
・
勘
學

八
禮
者
法
之
大
分
、
類
之
綱
紀
也
Ｖ
。
（
釦
）
後
漢
書
・
魯
恭
傳

八
至
列
卿
郡
守
者
激
十
人
、
而
其
耆
奮
大
姓
、
或
不
蒙
薦
學
Ｖ
、

晉
書
・
陳
壽
傳
八
壽
撰
盆
都
蕾
傳
十
篇
Ｖ
。
（
証
）
詩
・
魏
風

「
行
與
子
還
号
」
注
八
行
、
猶
將
也
Ｖ
。
（
犯
）
漢
書
・
東
方
朔

傳
八
欲
求
試
用
Ｖ
。

（

１

）

帰
鞍
吟
草
の
叙

（

２

）

鎮
西
の
申
君
（
神
屋
立
軒
）
に
「
帰
鞍
吟
草
」
と
い
う
作
品

（

３

）

が
あ
る
。
そ
の
友
人
の
竹
春
庵
（
竹
田
春
庵
）
が
遠
く
手
紙
を

よ
こ
し
、
私
の
言
葉
を
求
め
て
き
た
。
貝
先
生
（
貝
原
益
軒
）

以
来
、
筑
前
で
は
詩
文
を
論
ず
る
者
か
少
な
く
な
い
が
、
な
か

で
も
申
君
は
そ
の
学
識
が
最
も
広
い
と
い
う
。
彼
は
文
武
を
自

負
し
て
経
学
の
徒
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い

が
、
多
く
の
書
籍
を
渉
猟
し
て
古
え
を
熟
知
し
て
お
り
、
ま
た

老
荘
や
禅
に
も
造
詣
が
深
く
、
﹇
文
章
の
﹈
正
攻
法
も
奇
法
も
自

由
自
在
で
あ
っ
て
、
本
当
に
そ
の
才
能
は
測
り
し
れ
な
い
。
も

し
も
、
私
や
そ
の
仲
間
と
突
然
に
広
陵
（
広
島
）
の
船
上
で
会

（

４

）

っ
た
な
ら
ば
、
酒
を
汲
朶
交
わ
し
法
子
を
持
っ
て
広
大
で
雄
々

し
い
思
い
を
述
べ
、
﹇
安
芸
の
﹈
大
海
を
眺
め
て
心
楽
し
く
論

議
し
、
﹇
海
の
﹈
怒
涛
と
呼
応
し
な
が
ら
お
互
い
を
競
え
ば
、

（

５

）

算
州
（
王
世
貞
）
と
於
大
夫
と
の
出
会
い
に
も
劣
り
は
し
ま
い
。

だ
が
、
私
ど
も
は
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
も
ま
た
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
に
は
、
鞄
が
﹇
別
々
に
﹈
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
天
」
に
従
う
ほ
か
は
な
い
。

い
ま
は
た
だ
、
こ
の
作
品
か
ら
申
君
の
容
貌
を
想
像
す
る
だ
け

で
、
恨
み
は
ま
こ
と
に
尽
き
な
い
。

申
君
は
詩
に
よ
っ
て
﹇
後
世
に
﹈
名
を
残
そ
う
と
し
た
わ
け

で
も
な
く
、
ま
た
詩
が
申
君
の
こ
と
を
す
べ
て
尽
く
し
て
い
る
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の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
私
は
申
君
の
こ
と
を
詩
に
お
い
て
知

る
だ
け
で
あ
り
、
申
君
が
詩
に
よ
っ
て
名
を
残
す
こ
と
も
「
命
」

と
い
う
し
か
な
い
。
だ
が
、
頼
象
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
い
ま
ま

（

６

）

さ
に
筑
前
侯
（
黒
田
継
高
）
が
新
た
に
継
嗣
さ
れ
た
が
、
肥
習

を
一
新
す
る
政
治
改
革
が
行
な
わ
れ
、
い
ま
ま
で
疎
ん
じ
ら
れ

て
い
た
人
を
も
登
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
申
君
が
詩
に
よ
っ
て
名
を
残
す
こ
と
は
な
く
、
ま
た

詩
も
申
君
の
こ
と
を
尽
く
す
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
帰
鞍
吟
草
』
（
享
保
七
年
・

阿
州
徳
島
通
町
害
林
中
村
兵
衛
板
）
に
は
『
祖
採
集
』
所
収

「
帰
鞍
吟
草
叙
」
と
同
文
の
「
帰
鞍
吟
草
賊
」
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
日
付
は
「
享
保
庚
子
夏
四
月
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
本
作
品
の
成
立
時
期
を
享
保
五
（
一
七
二

○
）
年
夏
と
確
定
で
き
る
。
な
お
、
平
石
直
昭
氏
の
『
荻
生

祖
侠
年
譜
考
』
で
は
、
本
文
に
染
え
る
黒
田
継
高
の
継
嗣
時

期
か
ら
享
保
五
年
春
な
い
し
享
保
四
年
冬
と
推
定
さ
れ
て
い

た
が
、
正
し
く
は
享
保
五
年
夏
で
あ
る
。

（
２
）
神
屋
亨
、
字
は
原
明
、
立
軒
・
松
堂
な
ど
と
号
す
。
貝

原
益
軒
に
師
事
し
、
福
岡
藩
儒
と
な
り
、
享
保
十
四
（
一
七

二
九
）
年
に
六
十
六
歳
で
没
す
。
著
作
と
し
て
『
帰
鞍
吟
草
』

の
外
に
「
西
海
勝
覧
」
「
宗
像
春
秋
」
が
あ
る
。
『
帰
鞍
吟
草
』

は
、
神
屋
立
軒
が
宝
永
元
（
一
七
○
四
）
年
十
月
に
江
戸
を

発
っ
て
福
岡
に
帰
る
ま
で
の
間
に
作
っ
た
詩
文
を
集
め
た
も

の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
帰
鞍

吟
草
』
に
は
「
宝
永
丙
戌
（
三
年
）
季
冬
十
日
」
の
日
付
を

も
つ
貝
原
損
軒
（
益
軒
）
の
「
害
帰
鞍
吟
草
後
」
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
ま
で
に
は
成
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
帰
鞍
吟
草
』
に
は
、
祖
採
。

益
軒
以
外
に
も
、
「
正
徳
乙
未
五
年
」
の
日
付
が
あ
る
釈
大

潮
の
「
帰
鞍
吟
草
序
」
と
、
「
享
保
戊
戌
（
三
年
）
」
の
日
付

が
あ
る
三
宅
観
澗
の
「
題
帰
鞍
吟
草
」
が
載
せ
ら
れ
て
い

テ
Ｃ
Ｏ

（
３
）
竹
田
定
直
、
字
は
子
敬
、
春
庵
と
号
す
。
神
屋
立
軒
と

同
じ
く
貝
原
益
軒
に
師
事
し
た
福
岡
藩
儒
で
あ
っ
た
。
延
享
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（
４
）
こ
こ
で
な
ぜ
広
陵
（
広
島
）
が
で
て
く
る
の
か
不
明
で

あ
る
。
『
帰
鞍
吟
草
』
で
特
に
広
陵
（
広
島
）
が
詠
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
に
み
え
る
王
世
貞
と
於
大
夫
と
の

話
が
武
陵
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
の
連
想
と
も
、
す
で
に
訳
注

稿
（
二
）
で
扱
っ
た
「
広
陵
問
嵯
録
序
」
に
承
え
て
い
た
よ

う
に
広
陵
（
広
島
）
の
景
色
が
と
り
わ
け
詩
に
な
る
と
祖
裸

が
考
え
て
い
た
た
め
と
も
推
測
さ
れ
る
。

（
５
）
王
世
貞
が
於
大
夫
（
於
信
夫
）
に
会
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
『
算
州
山
人
四
部
稿
』
巻
三
十
二
に
「
癸
酉
冬
、
余
遷

嶺
右
、
阻
大
風
江
上
、
武
陵
夢
玄
子
於
信
夫
軽
舟
過
訪
、
劇

二
（
一
七
四
五
）
年
に
八
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
竹
田
春

庵
は
、
『
帰
鞍
吟
草
』
の
出
版
を
実
質
的
に
推
進
し
た
人
物

と
考
え
ら
れ
、
祖
侠
の
序
文
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
釈
大
潮
や

三
宅
観
澗
の
序
文
も
、
こ
の
春
庵
の
交
遊
の
な
か
か
ら
獲
得

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
祖
採
集
』
』
に
は
、
春
庵
宛
て
の

書
簡
六
通
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
考
証
に
つ
い
て
は

平
石
直
昭
氏
の
『
荻
生
祖
棟
年
譜
考
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

談
二
宿
而
別
、
云
々
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
ま
た
巻
五
十

二
に
も
「
送
於
信
夫
還
武
陵
」
の
一
文
が
あ
る
。

（
６
）
黒
田
継
高
の
継
嗣
は
、
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
十
一

月
の
こ
と
で
あ
る
。

（

澤

井

）


